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募　集

第
16
回

応
募
資
格

昭
和
48
年
９
月
２
日
か
ら

同
61
年
９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
募
集
作
品

小
説
・
随
筆
・
戯
曲
・
評

論
※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
50
枚
以
内

（
随
筆
は
10
枚
以
内
で
も
可
。
ワ
ー
プ

ロ
原
稿
の
場
合
は
、
40
字
×
25
行
で

印
字
し
、
原
稿
用
紙
換
算
枚
数
を
表

記
す
る
。）
で
、
縦
書
き
と
し
、
自
作

未
発
表
の
も
の
（
同
一
作
品
部
門
の

応
募
は
、
１
人
１
編
に
限
り
ま
す
。）

応
募
方
法

応
募
作
品
に
は
、
部
門
・

題
名
・
本
名
（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・

性
別
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い
た

別
紙
を
つ
け
る
こ
と
（
学
生
は
、
学

校
名
と
学
年
を
書
く
こ
と
）

※
今
ま
で
に
入
賞
（
佳
作
は
除
く
）
し

た
部
門
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

賞

優
秀
作
品
（
１
人
）
に
は
賞
状
お

よ
び
副
賞
１
０
０
万
円
、
佳
作
（
１

人
）
に
は
賞
状
お
よ
び
副
賞
20
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
し
ま
す
。

応
募
締
切

８
月
31
日
㈫
（
当
日
消
印

有
効
）

そ
の
他

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、

彦
根
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

応
募
先

〒
５
２
２-

０
０
０
１
尾
末
町
８-

１
市
立
図
書
館
内
「
舟
橋
聖
一

記
念
文
庫
」
事
務
局
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
封
筒
の
表
に
「
舟
橋
聖
一
顕
彰
青
年
文
学
賞
（
ま
た
は
文
学
奨
励
賞
）

応
募
作
品
在
中
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局
☎
◯　22　
０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
０
３
０
０
番

第
19
回

応
募
資
格
　
近
畿
２
府
４
県
と
福
井
、
岐
阜
、
三
重

の
各
県
に
在
住
・
在
学
す
る
小
・
中
学
生
、
高
校
生

募
集
作
品

小
学
生
の
部
＝
作
文

中
学
生
の
部
＝
紀
行
記
録
・
作
文

高
校
生
の
部
＝
創
作
・
随
想
・
紀
行
記
録

※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
30
枚
以
内
（
作
文
に
限

り
３
〜
５
枚
で
も
可
。
な
お
、
作
文
以
外
は
ワ
ー

プ
ロ
原
稿
＝
40
字
×
25
行
で
印
字
し
、
原
稿
用
紙

換
算
枚
数
を
表
記
す
る
＝
に
よ
る
応
募
も
可
）
で
、

縦
書
き
と
し
、
自
作
未
発
表
の
も
の
（
同
一
作
品

部
門
の
応
募
は
、
１
人
１
編
に
限
り
ま
す
。）

応
募
方
法

応
募
作
品
に
は
、
部
門
・
題
名
・
本
名

（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
性
別
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

学
校
名
・
学
年
を
書
い
た
別
紙
を
つ
け
る
こ
と

※
今
ま
で
に
第
１
席
に
入
賞
し
た
各
部
（
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
）
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

賞
　
優
秀
作
品
に
は
賞
状
お
よ
び
副
賞
と
し
て
図
書

券
（
小
学
生
の
部
＝
第
１
席
２
万
円
、
第
２
席
１

万
円
、
第
３
席
５
千
円
　
中
学
生
の
部
＝
第
１
席

３
万
円
、
第
２
席
２
万
円
、
第
３
席
１
万
円
　
高

校
生
の
部
＝
第
１
席
５
万
円
、
第
２
席
３
万
円
、

第
３
席
２
万
円
相
当
）
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
し
ま
す
。

応
募
締
切

９
月
６
日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

舟 橋 聖 一 顕 彰 文 学 賞
故舟橋聖一氏（左の写真）は、名作「花の生涯」で彦根を広く世に伝えたことから、

昭和39年に名誉市民の称号が贈られました。同氏逝去後、遺族からの寄付により

基金を設置し、全国から募集した優れた文学作品に賞を贈っています。
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書
類
の
控
え
を
と
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
紛
失
に
備
え
て
予
備

を
作
っ
た
例
は
ほ
か
に
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
式
書
の
記
録
は
特
別

な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

で
は
、
式
書
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

か
ら
式
書
に
対
す
る
当
時
の
考
え
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

当
時
の
幕
府
で
は
、
儀
礼
を
は
じ
め
書
類
の
提
出
方
法
な
ど
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
先
例
が
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
と
異
な
る
事
柄

へ
の
対
処
法
は
、
先
例
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
基
準
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
他
の
大
名
に
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
も
、
自
家
の
先
例
を
示

せ
ば
特
別
に
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
式
書

が
蓄
積
さ
れ
た
の
は
、
将
来
的
に
先
例
と
し
て
活
用
す
る
た
め
で

し
た
。

特
に
、
式
書
の
作
成
を
は
じ
め
た
井
伊
家
の
当
主
直な

お

幸ひ
で

は
、
他

大
名
と
の
序
列
関
係
に
関
心
が
高
い
人
物
で
し
た
。
他
の
大
名
家

で
は
ほ
と
ん
ど
就
い
た
こ
と
の
な
い
地
位
（
例
え
ば
大
老
職
）
や

特
権
を
、
井
伊
家
の
先
例
や
他
大
名
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
訴
え
て
手

に
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。
式
書
を
つ
く
り
始
め
た
の
は
、
直
幸
が

獲
得
し
た
井
伊
家
独
自
の
特
権
を
次
世
代
以
後
も
保
持
で
き
る
よ

う
に
と
考
え
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
多
少
の
労
力
は
惜
し
ま
ず
、

控
え
を
作
成
さ
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
直
幸
が
式
書
に
対
し
て
特

に
深
い
思
い
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

実
は
、
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
２
月
に
江
戸
の
火
災
で
井
伊

家
の
上
屋
敷
は
類
焼
し
、
江
戸
で
使
っ
て
い
た
式
書
も
焼
失
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
彦
根
に
保
管
し
て
い
た
式
書
を
写
し

て
焼
失
し
た
分
を
補
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
直
幸
が
控
え
を
別

置
し
て
お
い
た
お
か
げ
で
、
そ
の
後
の
井
伊
家
で
は
も
ち
ろ
ん
、

現
代
で
も
儀
礼
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
　
野
田
浩
子
）

「
式
書
」
に
つ
い
て
は
、
彦
根
城
博
物
館
テ
ー
マ
展
「
譜

代
大
名
井
伊
家
の
儀
礼
」（
６
月
18
日
〜
７
月
20
日
）
や
、

最
近
刊
行
し
た
彦
根
城
博
物
館
叢そ

う

書し
ょ

第
５
巻
の
『
譜
代
大
名

井
伊
家
の
儀
礼
』
に
て
紹
介
し
ま
す
。

写
真
の
古
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
上
下
の
２
通
は
筆
跡
や
字

の
大
き
さ
は
異
な
り
ま
す
が
、
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
容
の
違
う
点
は
、
袋
の
左
端
に
記
さ
れ
た
「
此こ

の

留と
め

江
戸
に
も
有

り
」「
此
留
彦
根
に
も
有
り
」
と
い
っ
た
表
現
で
す
。
こ
の
表
記
か

ら
、
２
通
は
同
一
物
を
江
戸
と
彦
根
に
分
け
て
置
い
て
い
た
も
の

と
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
と
同
様
の
形
式
で
、
袋
に
入
り
、
袋
の
上
に
「
江
戸
（
彦

根
）
に
も
あ
り
」
と
い
っ
た
表
記
が
あ
る
も
の
は
「
式し

き

書し
ょ

」
と
呼

ば
れ
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
幕
末
ま
で
の
数
百
点
が
『
彦
根
藩
井

伊
家
文
書
』（
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
）
に
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
、
井
伊
家
の
当
主
が
江
戸
城
な
ど
で
儀
礼
に
参
加

し
た
り
、
将
軍
に
命
じ
ら
れ
た
勤
め
を
果
た
し
た
際
の
行
為
を
記

録
し
た
も
の
で
、
移
動
経
路
や
着
座
の
位
置
ま
で
詳
細
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

式
書
を
つ
く
り
始
め
た
の
は
宝
暦
13
年
（
１
７
６
３
）
こ
ろ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
４
年
後
に
式
書
を
貸
し
た
相
手
に
「（
式
書

は
）
大
切
の
留
書
な
の
で
、
出
火
の
節
の
用
心
の
た
め
２
通
を
作

成
し
て
江
戸
と
在
所
（
彦
根
）
と
の
両
方
に
置
い
て
い
る
」
と
伝

え
た
記
録
が
あ
り
、
火
事
で
焼
失
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
当

初
か
ら
２
通
を
作
成
し
て
別
々
に
保
管
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

今
で
は
、
書
類
の
複
写
は
電
子
コ
ピ
ー
機
な
ど
で
簡
易
に
で
き

ま
す
が
、
江
戸
時
代
は
す
べ
て
手
書
き
で
の
筆
写
で
す
。
当
時
は

紙
も
貴
重
な
た
め
、
写
す
書
類
は
厳
選
さ
れ
た
は
ず
で
す
。

彦
根
藩
の
役
所
で
作
成
さ
れ
た
書
類
の
う
ち
、
写
し
が
残
っ
て

い
る
史
料
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
本
が
手て

許も
と

か
ら
離
れ
る

94

﹁
複
写
﹂さ
れ
た
古
文
書

_

﹁
式
書
﹂に
か
け
る
井
伊
直
幸
の
思
い_

同じ内容の２通の式書（上が彦根保管分、下が江戸保管分）


